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研究の概要（4 行以内） 
乳児による言語の音韻体系の獲得はその後の言語発達の基礎となる重要な過程で、その起源に
迫ることは言語獲得のメカニズムの解明そのものにつながる。本研究では、タイ語、韓国語、
広東語、日本語というアジアの４言語を学ぶ乳児を対象にして、各言語の破裂音や単語レベル
の韻律学ぶ過程を実験的に検証し、乳児が音韻体系を獲得する過程を解明する。 

研 究 分 野：人文学・言語学・心理言語学 

キ ー ワ ー ド：乳児音声発達 

１．研究開始当初の背景 
近年の乳児音声発達の研究から、乳児は生

後 1年ほどの間に母語の音韻体系の特性の多
くを学んでおり、それがその後の語彙や文法
の獲得の基礎となることが分かって来た。特
に音素の獲得は、生後間もなくは人間の言語
で用いられるほぼすべての音素対立の弁別
ができるが、母語にない対立は生後 1年ほど
の間に次第に弁別できなくなる、乳児期特有
の発達変化によって達成されると言われ、知
覚狭窄仮説と呼ばれる。 

しかし、この仮説は欧米言語を学ぶ乳児を
対象にした限定的な研究に基づいた提案で、
①どの言語を学ぶ乳児にもあてはまる普遍
的な発達過程であるのかは不明 である。更に
タイ語や中国語のトーンの弁別も知覚狭窄
型の発達を示すという報告もあり、②音素以
外の音韻体系も同じ発達過程を経て獲得さ
れる のという見方が主流になりつつある。 
しかし代表者やその他の研究から、月齢の

低い乳児でも弁別が難しい対立もあること
もわかってきており、その多くが英語以外の
言語を学ぶ乳児を対象にした研究からの報
告であることを考えると、従来対象とされて
こなかった言語を学ぶ場合には知覚狭窄型
の発達が主導的でない可能性もある。 
 
２．研究の目的 
本研究では知覚狭窄仮説に関する上記の

疑問点を解明するため、タイ語、韓国語、
広東語、日本語というアジアの 4 言語を学

ぶ乳児を対象にして、各言語の破裂音や単
語レベルの韻律学ぶ過程を実験的に検証し、
乳児が音韻体系を獲得する過程の解明を目
指す。 
 
３．研究の方法 
 研究ではタイのタマサート大学、香港の香
港大学、韓国の中央大学及び日本の理研で、
それぞれの言語を母語として学ぶ乳児を対
象にした弁別実験を行う。この４言語は、図
１に示すように「た」や「だ」のような破裂
音の種類が対照的で言語で、各国の乳児が母
語やそれ以外の破裂音を弁別出来るのかを

比較するのに理想的である。また、タイ語と
広東語はトーン言語、日本語はピッチアクセ
ント言語、ソウル方言の韓国語は単語レベル
の韻律を持たない言語という点でも対照的
であり比較するのに理想的である。 
実験では視覚的馴化脱馴化法を用いて異

なる月齢の乳児が各国の破裂音の対立を弁
別出来るかを調べる。又、タイ語や広東語の
トーンを乳児が弁別出来るのかも調べる。 
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４．これまでの成果 
 これまで、各国で破裂音や関連する音素の
弁別、広東語のトーンの弁別の実験を進めて
きた。並行して各言語で乳児の母親が乳児に
話 し か け る 際 の 音 声 (Infant-directed 
speech, IDS)の解析も進めている。 
例えば、韓国語を学ぶ乳児は、3 種類の破

裂音のうち、濃音と激音の対立は 4-６ヵ月で
も弁別できるが平音と激音の対立は 10-12ヵ
月になるまで弁別できないことが分かった
(これまでの発表６)。韓国語では無声の摩擦
音に/s/と/s*/の対立があるが、この対立で
も年少の乳児は弁別ができず 7-9ヶ月になっ
て初めて弁別ができるようになることが分
かった(1,
図 2)。こ
れらは知
覚狭窄仮
説の予測
には沿わ
ない結果
である。 
 韓国語や日本語では破裂音の音響特性が
世代間で変動していることが知られている。
両言語で IDSの特性を調べると、韓国の母親
はまだ従来型の発音の母親と若い世代型の
発音の母親が混在しているのに対し(4)、日
本の母親はほぼ移行済みであることが分か
った(3)。これに対しタイ語の破裂音の音響
特性は 50 年前からほぼ変動していないよう
である(Onsuwan et al., ICPhS, 2019 August)。 

日本語の IDS には「まんま」「ぶーぶ」等
特有の語型を持つの育児語が頻出する(8,9)。
日本人乳児は 10 ヵ月ごろからこの語彙に選
好を示すようになる(7)。今後はこの語型が
日本人乳児の音韻発達に及ぼす影響につい
ても調べていく。 
 
５．今後の計画 
 これまでの研究で、年少の乳児でも弁別が
できる対立と弁別が難しい対立があること
が分かってきた。今後は弁別の難易に関与す
る要因は何であるのかに焦点を移して研究
を進めていく。具体的にはこれまでの破裂音
やトーンの弁別実験加えて、摩擦音や破擦音
など関連する子音の対立も実験の対象に加
えて検討していく。また、韓国語の破裂音の
ように関与する特性が世代間で変化してい
る言語もあり、その関与についても調べる。 
 更に、2019 年度からは広東語に替えてパン
ジャブ語を研究に加える。バンクーバーの
Simon Fraser大学 Surrey Campus で近隣のパ
ンジャブ語話者が 7割以上居住する地域から
パンジャブ語を学ぶ乳児を確保できる予定
である。パンジャブ語はそり舌音の破裂音が
3 種類ある珍しい言語でトーンもある。乳児
の実験が実施できれば、世界初の貴重な成果
となる。 
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